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佐
賀
県
総
合
運
動
場
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
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る
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佐
賀
県
総
合
運
動
場
条
例
施
行
規
則 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
規
則
は
、
佐
賀
県
総
合
運
動
場
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
佐
賀
県
条
例
第
九
号
。

以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
申
請
の
方
法
） 

第
二
条 

条
例
第
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
（
以
下
「
指
定
管
理
者
」
と
い
う
。
）

の
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添

付
し
て
、
こ
れ
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

事
業
計
画
書 

 

二 

法
人
に
あ
っ
て
は
、
法
人
登
記
簿
の
謄
本 

 

三 

指
定
管
理
者
指
定
申
請
書
を
提
出
す
る
直
近
二
事
業
年
度
に
お
け
る
決
算
に
関
す
る

書
類 

 

四 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

 

（
指
定
の
基
準
） 

第
三
条 

指
定
管
理
者
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
基
づ
き
行
う
。 

 

一 

佐
賀
県
総
合
運
動
場
（
以
下
「
運
動
場
」
と
い
う
。
）
の
設
置
目
的
の
確
実
な
実
施
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
。 

 

二 

運
動
場
の
施
設
の
平
等
利
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
。 

 

三 

前
条
第
一
号
の
事
業
計
画
書
の
内
容
が
、
運
動
場
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と

と
も
に
管
理
経
費
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

 

四 

当
該
事
業
計
画
書
に
沿
っ
た
管
理
を
行
う
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
。 
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（
供
用
の
期
間
及
び
時
間
） 

第
四
条 

条
例
第
四
条
第
四
項
に
規
定
す
る
管
理
の
基
準
（
以
下
「
管
理
の
基
準
」
と
い
う
。
）

の
う
ち
運
動
場
を
使
用
に
供
す
る
期
間
及
び
時
間
は
、
別
表
に
定
め
る
期
間
及
び
時
間
以

上
と
す
る
。 

２ 

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
運

動
場
を
使
用
に
供
す
る
期
間
及
び
時
間
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

指
定
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
動
場
を
使
用
に
供
す
る
期
間
及
び
時
間
を
変

更
す
る
と
き
は
、
知
事
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
使
用
の
制
限
） 

第
五
条 

管
理
の
基
準
の
う
ち
指
定
管
理
者
が
運
動
場
の
施
設
の
使
用
を
許
可
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。 

 

一 

運
動
場
の
設
置
の
目
的
に
反
す
る
使
用
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

 

二 

運
動
場
内
の
秩
序
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

 

三 

運
動
場
の
施
設
又
は
設
備
を
き
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合 

 

四 

集
団
的
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
行
為
を
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利
益
に
な
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合 

 

五 

そ
の
他
管
理
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合 

２ 

管
理
の
基
準
の
う
ち
指
定
管
理
者
が
運
動
場
の
施
設
の
使
用
の
許
可
を
取
り
消
し
、
又

は
使
用
の
中
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、

次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。 

 

一 

使
用
許
可
申
請
の
内
容
に
偽
り
が
あ
っ
た
場
合 

 

二 

使
用
の
許
可
を
受
け
た
者
が
、
使
用
目
的
を
変
更
し
、
又
は
使
用
の
権
利
を
譲
渡
し
、

若
し
く
は
他
に
転
貸
し
た
場
合 

 

三 

そ
の
他
指
定
管
理
者
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合 

３ 

指
定
管
理
者
は
、
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
運
動
場
の
施
設
の
使
用
の
制
限
を
し
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よ
う
と
す
る
と
き
は
、
知
事
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
利
用
料
金
の
承
認
申
請
） 

第
六
条 
指
定
管
理
者
は
、
条
例
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
料
金
の
承
認
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
利
用
料
金
承
認
申
請
書
（
様
式
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

 

（
事
業
報
告
書
の
提
出
） 

第
七
条 

指
定
管
理
者
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
三
月
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
知
事

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

運
動
場
の
管
理
の
業
務
に
関
す
る
事
業
報
告
書 

 

二 

決
算
に
関
す
る
書
類 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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別表（第４条関係） 

区分 期間 時間 

陸上競技場 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分から午後９時

まで 

補助競技場 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分（占用使用の

場合は、日の出）から日没ま

で 

ランニングコース １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分から午後９時

（占用使用の場合は、午後５

時）まで 

水

泳

場 

50 メートルプー

ル 

５月 20 日から９月 10 日

まで 

午前８時 30 分から午後５時

（７月１日から８月 31 日ま

での間は、午後７時）まで 飛込プール 

室内プール 冷水 

期間 

５月 20 日から９月 10 日

まで 

午前８時 30 分から午後５時

（７月１日から８月 31 日ま

での間は、午後７時）まで 

温水 

期間 

９月 20日から 12月 27日

まで及び１月５日から５

月 10 日まで。ただし、月

曜日を除く。 

午前 10 時から午後５時まで

庭球場 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分から日没まで

球技場 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分（占用使用の

場合は、日の出）から日没ま

で 

エアーライフル射撃場 

ボクシング場 

フェンシング場 

馬術場 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前８時 30 分（占用使用の

場合は、日の出）から日没ま

で。ただし、馬房については、

午前０時から翌日の午前０

時まで 

合宿所 １月４日から 12 月 28 日

まで 

午前０時から翌日の午前０

時まで 
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様式（第６条関係） 

利用料金承認申請書 

 

                           年  月  日  

 

  佐賀県知事 様 

 

            指定管理者 所在地               

                  名 称               

                  代表者            印  

 

 

  佐賀県総合運動場条例第５条第３項の規定により、次のとおり利用料金の

承認を申請します。 

 １ 申請する利用料金の金額 

 ２ 運動場の維持管理に必要な費用 

 ３ 施設の利用予定者数 

 ４ 利用料金の減額又は免除を行う場合にあっては、その内容 

 ５ 実施予定年月日 


